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特定事業を行う場合に、一般会計と区分して経理す
る必要のあるときに設けることができる会計です。
原則、独立採算で運営します。

区　　分 当初予算額 対前年伸率
国 民 健 康 保 険 231 億 4,662 万円 13.3％
後期高齢者医療 28 億 7,259 万円 6.6％
介 護 保 険 167 億 2,996 万円 0.3％
介護サービス事業 5,214 万円 ▲ 8.3％
駐 車 場 事 業 3,720 万円 ▲ 0.1％
小郡駅前第三土
地区画整理事業 1 億 6,281 万円 ▲4.6％

簡 易 水 道 事 業 10 億 826 万円 28.7％
農業集落排水事業 5 億 8,506 万円 3.9％
漁業集落排水事業 1,856 万円 ▲ 3.0％
地域下水道事業 595 万円 ▲ 1.0％
国 民 宿 舎 4,911 万円 34.1％
特 別 林 野 1,473 万円 52.9％

合　　計 446 億 8,299 万円 7.7％

市税
258 億 4,279 万円

諸収入
19 億 3,970 万円

分担金・負担金、使用料・
手数料、財産収入、寄附金、
繰入金
  36 億 9,477 万円

国庫支出金
120 億 6,277 万円

県支出金
61 億 2,057 万円

地方交付税
160 億 7,000 万円

市債
151 億 440 万円

地方譲与税、地方消費
税交付金等
40 億 9,500 万円

自
主
財
源 

37.1%

依
存
財
源 

62.9%

■歳入のグラフ用語
自主財源 市が自ら調達できる収入

依存財源 国や県からの交付金など
の収入

歳入

歳出

民生費
262 億 2,164 万円

土木費
126 億 1,264 万円

教育費
67 億 2,856 万円

農林水産費
42 億 6,313 万円

消防費
36 億 8,067 万円

人件費
135 億 5,838 万円

補助事業費
90 億 4,598 万円

補助費等
68 億 6,702 万円

繰出金
74 億 6,481 万円

その他
28 億 2,578 万円

商工費
19 億 3,239 万円 議会費、労働費、災害復

旧費、予備費
14 億 2,306 万円

■歳出のグラフ用語
義務的経費 制度により支出額や内容が定まる、削減が難しい経費
投資的経費 道路・公園・学校などの建設や、災害復旧などの経費
公債費 借入金（市債）の元金と利息を返済する経費
扶助費 生活保護・医療扶助等、法令により対象者を支援する経費

◆ 一般会計の歳入

◆ 一般会計の歳出

【特別会計】

◆ 特別会計の予算内訳

【一般会計の概要と特徴】
予算の概要予算の概要

総務費
119 億 5,793 万円

公債費
93 億 2,799 万円

衛生費
67 億 8,199 万円

公債費
93 億 2,679 万円

扶助費
156 億 2,366 万円

単独事業費
82 億 1,733 万円

その他
13 億 3,608 万円

物件費
106 億 6,417 万円

義務的
経費
45.4％

投資的
経費
21.9％

その他
経費
32.7％

新
市
発
足
以
来
、
10
回
目
の
編
成
と
な
る
平
成
27
年
度
予
算
は
、「
活
気
創
生　

定
住
実
現
」
予
算
と
位
置
付
け
、
未
来
活
気
「
二
つ

の
創
造
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
「
広
域
県
央
中
核
都
市
づ
く
り
」
と
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民

生
活
「
四
つ
の
安
心
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
市
民
生
活
に
お
け
る
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
質
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

２
～
３
ペ
ー
ジ
で
予
算
の
概
要
を
、
４
～
５
ペ
ー
ジ
で
ま
ち
づ
く
り
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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当
初
予
算

過去最大の大型予算

849 億 3,000 万円一般会計予算総額
・対前年比で 21 億 5 千万円増（2.6％増）
・将来へのまちづくりへの投資（投資的経費）は約 186 億円を確保
　（対前年度比で約 14 億 8,305 万円増（ 8.7％増） ）
・財政調整基金の取り崩しは行わず、歳入規模を基本とした予算編成
　（平成 22 年度当初予算から 6 年連続）
・消費喚起・地方創生枠としての補正予算を編成、当初予算と一体的に 13 カ月予算を編成

未来活気「二つの創造」プロジェクト

安心して 歳を重ねられる
健康長寿 のまちづくり

安心して 子育てや
教育ができる まちづくり 安心して 働ける

産業力の豊かな まちづくり

～ふるさと産業振興戦略～

市民生活「四つの安心」プロジェクト

日常生活圏を形成する
協働によるまちづくり

高次都市機能が集積する
広域県央中核都市づくり

安心して
安全に暮らせる まちづくり

市民満足度を高める行政マネジメントの強化

平成 27 年度

活気創生　定住実現

　

平
成
27
年
度
は
、
こ
れ
ま

で
の
10
年
の
実
績
と
山
口
市

総
合
計
画
後
期
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
も
と
、
次
な
る
始
ま

り
の
年
と
し
て
、「
活
気
創

生　
定
住
実
現
」
予
算
と

し
て
「
定
住
実
現
都
市
」

を
目
指
し
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。
人
口
減

少
時
代
に
あ
っ
て
も
、

将
来
に
渡
っ
て
安
定
し

た
人
口
規
模
と
人
口
構

造
を
維
持
し
て
い
く
た

め
、
若
い
世
代
を
中
心

と
す
る
雇
用
創
出
や
定

住
促
進
を
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
意
識
し
た
施
策

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

山
口
都
市
核
、
小
郡
都

市
核
に
お
け
る
都
市
基
盤

整
備
の
取
り
組
み
を
目
に

見
え
る
か
た
ち
に
し
て
い

く
と
同
時
に
、
各
地
域
に

お
け
る
暮
ら
し
を
守
る
日
常

生
活
圏
の
形
成
の
取
り
組
み

を
実
感
で
き
る
か
た
ち
に
し

て
い
く
こ
と
で
、
経
済
活
動

や
人
々
の
交
流
が
盛
ん
に
な

り
、
活
気
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
（
未
来

活
気
「
二
つ
の
創
造
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）。こ
う
し
た
中
で
、

投
資
的
経
費
は
、
過
去
最
大

規
模
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
雇
用
、

子
育
て
、
防
災
、
健
康

を
は
じ
め
と
し
た
市
民

の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に

お
け
る
安
心
を
実
現
す

る
取
り
組
み
を
展
開
し

ま
す
（
市
民
生
活
「
四

つ
の
安
心
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）。

　

ま
た
、
本
庁
舎
の
整

備
に
向
け
た
検
討
開
始
、

新
市
誕
生
10
年
を
契
機

と
し
た
本
市
の
新
た
な

事
業
展
開
や
情
報
発
信

の
強
化
な
ど
、
次
な
る

10
年
の
間
に
か
た
ち
づ

く
る
必
要
が
あ
る
重
要

課
題
と
し
て
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
考
え
の
も

と
で
、
平
成
27
年
度
当
初
予

算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

一般会計の予算総額は平成 26 年度に比べ 2.6％増
（市債の借換を除くと実質 3.1％増）となりました。

・市税は、固定資産税の評価替えにより約 1 億円減
収するものの、法人市民税が景気の持ち直しによ
り前年度に比べ約 1 億 7 千万円の増収が見込まれ
るため、全体では約 1 億 2 千万円増（0.5％増）

・国庫支出金は、新山口駅ターミナルパーク整備事
業など大型建設事業による社会資本整備総合交付
金のほか、子ども・子育て支援新制度に係る国か
らの負担金の増加に伴い約 3 億 1 千万円増（2.6％
増）

・市債は、一般廃棄物最終処分場や新山口駅ターミ
ナルパークの整備をはじめ、学校施設等の耐震
化等に重点的に取り組むため約 1 億 3 千万円増

（0.9％増）

・人件費は、退職者数の減少に伴い退職手当は減
額しているが、平成 26 年度に人事院勧告による
給与改定を行ったため、全体では約 6 千万円増

（0.5％増）
・扶助費は子ども・子育て支援新制度の開始や私立

保育園の新設による私立保育園運営費の増加など
により約9億 5 千万円増（6.5％増）

・投資的経費は、一般廃棄物最終処分場や新山口駅
ターミナルパークの整備をはじめ、学校施設の耐
震化や地域交流センターの整備などの基盤整備
に重点的に取り組むほか、豪雨による災害を防ぐ
ための総合浸水対策など、防災・減災事業などに
も積極的に取り組むこととしており、約 14 億8
千万円増（8.7％増）

各特別会計を合わせた予算額は約 31 億 9 千万円
増（7.7％増）となりました。
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 こ
こ
で
は
、
2
～
3
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
、
未
来
活
気
「
二
つ
の
創
造
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
市
民
生
活
「
四
つ

の
安
心
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
し
て
い
く
の
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
概
要

平成 27 年度

…
新
規
事
業　
　
　

…
拡
充
事
業

新

充

幕末に維新の志士が宿所等
として利用した「十朋亭」
周辺について、本市におけ
る明治維新を学べる場とし
て、平成 30 年の公開を目
指した施設整備を進めま
す。

　 十朋亭周辺活用事業
■ 4,248 万円

市内における域内消費を喚
起するため、商工団体によ
るプレミアム付き商品券の
発行を支援します。

■ 1 億 7,600 万円

　 プレミアム商品券発行助
成事業

市民が安心して快適に長く
住み続けられる良質な住宅
環境づくりと、リフォーム
を契機とした更なる市内消
費喚起を促進します。

　 安心快適住まいる助成
事業
■ 1 億 2,400 万円

　 起業化支援事業

若者等の新規性や成長性を
有する事業計画に基づく企
業に対して、
重 点 的 な 支
援 を 新 た に
実施します。

■ 622 万円

　 園芸作物振興事業

若者の農村定住の促進とし
て、大規模ないちごハウス
団地を整備して若者を担い
手として新たに募集するな
どの、農業分野における大
規模な定住促進の取り組み
を支援します。

■ 1 億 4,126 万円

　 保健活動業務
■ 1,415 万円
平成 27 年度は「健康都市宣
言」を行い、関連行事を実
施します。

　 認知症ケア総合推進事業　■1,176 万円 　 地域リハビリテーション活
動支援事業　■ 979 万円

未来活気「二つの創造」プロジェクト未来活気「二つの創造」プロジェクト

市民生活「四つの安心」プロジェクト市民生活「四つの安心」プロジェクト

市民満足度を高める行政マネジメントの強化市民満足度を高める行政マネジメントの強化

　 消費者行政推進事務　■1,062 万円

　 こども医療費助成事業　■ 1,531 万円

ICT 機器の導入、情報教育専
門員・支援員の配置など、小・
中学校の ICT 教育の環境づく
りを進めていきます。

　 情報教育環境整備事業
■ 2 億 5,773 万円

　 コミュニティスクール推
進事業　■ 401 万円
各小・中学校の学校運営協議
会の支援やコーディネートす
る支援専門員を新たに配置し
ます。

新

新

充新

充

阿東保健センターに隣接する旧
阿東山村開発センターの跡地（解
体予定）を活用して、障がい者
の地域活動支援センター「山口
市アカシア工房」の移転をはじ
め、子育て支援、健康づくり機
能の強化を図ります。

　 健康福祉の拠点づくり事業
■ 500 万円
新 地域の個性を活かす交付金事業

■ 3 億 8,128 万円
地域が主体的に使い道を決定できる
地域づくり交付金を継続します。

充充 新

充

新充充

消費生活相談業務　■ 453 万円

基幹型地域包括支援センターに認知症初期集
中支援チームを設置し、認知機能の低下がみ
られる方への初期の支援を包括的、集中的に
行います。

小学１年生から３年生までを対象とした市民
税所得割非課税世帯への医療費の助成制度に
ついて、平成 27 年度は対象を小学６年生ま
で拡大します。また、小学校就学前の乳幼児
医療費の自己負担の無料化を継続します。

介護予防の取り組みを総合
的に支援する体制整備を推
進します。

巡回型の移動消費生活センターの開催など、相談機能を強化しま
す。また、振り込め詐欺撃退電話装置の無料貸出を実施します。

日常生活圏を形成する 協働によるまちづくり 高次都市機能が集積する 広域県央中核都市づくり

安心して 働ける産業力の豊かな まちづくり
～ふるさと産業振興戦略～

安心して 子育てや教育ができる まちづくり

安心して 安全に暮らせる まちづくり

安心して 歳を重ねられる健康長寿 のまちづくり

　 湯田温泉観光回遊拠点
施設企画推進事業
■ 2,870 万円

充

3 月 22 日に開館した「狐
の足あと」を拠点に湯田温
泉の回遊促進や賑わいの創
出を図ります。

　 山口市誕生 10 周年記念
式典事業　■ 1,000 万円
新

山口市の誕生 10 周年を記
念した式典を開催し、功労
者表彰等を行います。

平成 27 年度中に橋上駅舎
と自由通路の供用開始を予
定しています。

　 新山口駅ターミナルパー
ク整備事業
■ 41 億 9,000 万円

充

　 新山口駅北地区重点エリ
ア整備事業　■ 4 億円
充

拠点施設の整備に向けた事
業者の選定等、事業化に向
けた取り組みを進めます。

　 新規学卒者の雇用奨励
金等を拡充

正社員を雇用した進出企業
に対する雇用奨励金につい
て、交付対象者を拡大し奨
励金を増額するほか、新規
学卒者の市民の雇用に対し
ては奨励金を加算します。

充

　 やまぐち定住実現プロモー
ション事業　■ 500 万円

本市の定住、移住に関するプロ
モーション活動や相談窓口をワ
ンストップ化するため「定住支
援室」を設置し、国や県機関と
の連携のもとで本市への定住を
促進する情報を発信します。ま
た、空き家バンクや定住サポー
ターについて、対
象地域を拡大し
ます。

新

地域交流センターの建て替え整備

地域づくりの拠点である地域交
流センターの整備等を引き続き
進めていきます。

■10 億 7,260 万円 　 地域交流センター整備調査業務

老朽化、狭隘化した地域交流センター
の建て替え等の整備を順次進めます。

新
■ 90 万円

　 総合浸水対策事業　■6 億円新

従来の施設整備で想定している降雨基準を
超える集中豪雨にも対応できるよう、雨水
貯留施設の整備などを進めます。

一般廃棄物最終処分場整備事業　■ 8 億 9,686 万円
次期一般廃棄物最終処分場の整備に向けて、最終処分場の本体工事等を進めます。

　 マイナンバー制度導入事業　■ 113 万円

　 公共施設等総合管理計画の策定・推進事業　　道路や上下水道などのインフラを含めた、本市
が所有する全ての施設を対象とした「公共施設等総合管理計画」を策定します。

新 制度周知、必要な体制整備、システム改修を実施します。

　 幹線道路関連整備事業　■ 5,600 万円
中国縦貫自動車道の湯田パーキングエリアにおけるスマート
インターチェンジの整備に向けた設計等を進めます。

　 湯田温泉回遊促進事業
■ 560 万円

湯田温泉エリアへの出店に
対して、店舗改装等に係る
費用の一部を支援するとと
もに、若者については、補
助上限額を引き上げます。

新

充

　 生活支援・介護予防体制整備事業
■ 726 万円
新

　 地域住民グループ支援事業
■ 653 万円
充

　 新たな交流の担い手育成事業
■ 1,110 万円
新

　 新たな地域の担い手定住促進
事業　■ 372 万円
充

充

　 中心市街地核づくり推進
事業　■ 3 億 9,882 万円
充

市内初の市街地再開発事業
や、民間主導による共同施
設整備に対する支援などを
を実施します。

生活支援が必要な高齢者を支える地
域の体制を構築します。

介護予防活動の推進に取り組みます。
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岡本啓さん 31 歳
京都府京都市在住

（『
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
』
所
収
「
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
」
よ
り
抜
粋
）

グラフィティ
岡本 啓

- Okamoto kei -

第
20
回 

7 市報やまぐち　2015 年（平成 27 年）４月 1 日号

【選考委員評】　「グラフィティ」はアメリカ
に住む青年が街の空気を吸い込みながら、そ
のなかで動詞の現在形を駆使して、自らのア
クションで主体の世界をかたち作る。ナルシ
シズムがないこと、明るさと線の太さ。世界
に対する肯定性が貴重であった。ただし、作
者にはまだ何も始まっていない。熱のある出
来事を待ち受ける時期の作品だと見受けられ
る。いわば、野球を知らないでバットを振り
回している素朴さのなかにある。しかし内閉
的にならず、外へ出て行って言葉と対峙する、
その姿勢を評価したい。今後に期待するとい
うことで、最終的に受賞作となった。作者は
31 歳。だが、まるで 20 代前半の感性である。

中
原
中
也
賞
は
、
日
本
の
近
代
詩
史
に
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た
山
口
市
出
身
の
詩

人
中
原
中
也
の
業
績
を
顕
彰
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

２
月
14
日
に
行
わ
れ
た
選
考
会
で
、
全
国
か
ら
応
募
・
推
薦
の
あ
っ
た
２
０
２
点

の
詩
集
の
中
か
ら
、
岡
本
啓
さ
ん
の
『
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
』（
思
潮
社
）
に
決
定
し

ま
し
た
。
な
お
、
贈
呈
式
は
４
月
29
日
、
ホ
テ
ル
松
政
で
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
政
策
課　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
３
‐９
３
４
‐２
７
１
７

【
受
賞
の
こ
と
ば
】

　

は
じ
め
ま
し
て
、
岡
本
啓
と
い
い
ま
す
。

受
賞
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
ド
キ
ド
キ
し
て
い

ま
す
。

　

中
也
の
生
ま
れ
た
街
、
山
口
市
は
は
じ
め

て
で
す
。
街
に
は
ど
ん
な
野
、
ど
ん
な
山
が

寄
り
添
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
椹
野
川
、

フ
シ
ノ
ガ
ワ
、
と
読
む
の
で
す
ね
。
鳳
翩
山

の
連
な
り
も
見
て
み
た
い
。
訪
れ
る
と
き
は

も
う
春
で
す
。
猫
が
か
ら
だ
を
伸
ば
し
は
じ

め
、
自
動
販
売
機
の
頭
上
の
ア
ル
ミ
看
板
に

は
、
た
ぶ
ん
陽
が
跳
ね
返
っ
て
い
る
。
人
里

は
な
れ
た
所
で
は
、
獣
が
音
も
な
く
脚
を
水

に
浸
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
か
な
ら
ず
お
邪

魔
し
ま
す
。
虫
の
足
音
、
花
の
に
お
い
、
ふ

と
何
か
に
気
づ
い
て
お
も
て
に
出
た
子
供
の

影
、
き
っ
と
こ
れ
ら
は
幼
い
中
也
が
感
じ
た

も
の
と
同
じ
で
し
ょ
う
。
障
子
を
透
か
し
た

光
に
は
、
さ
び
し
さ
も
か
す
か
に
残
っ
て
い

ま
す
。
で
も
ほ
ら
後
部
座
席
で
は
、
ち
ょ
こ

ん
と
座
っ
た
中
也
が
ぐ
ず
っ
て
い
ま
す
。

　

三
十
歳
で
亡
く
な
っ
た
中
也
よ
り
、
一
つ

わ
た
し
は
歳
を
重
ね
、
あ
り
が
た
い
賞
を
い

た
だ
い
て
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
ま
た
と
な
い

機
会
、
ペ
ー
ジ
を
ひ
ら
い
て
中
也
の
詩
か
ら

中
也
の
声
を
き
い
て
い
ま
す
。

弟
、
お
ま
え
が

吹
き
つ
け
て
い
た
の
は
苔
だ
っ
た
か

あ
る
い
は
壁
の
層
に

埋
も
れ
て
い
た
花
だ
っ
た
か

と
つ
ぜ
ん
、
は
っ
き
り
聞
こ
え
た

言
葉
を
ふ
か
く
柩
に
し
ろ

そ
う
聞
こ
え
た

単
純
に

ぼ
く
は
言
葉
で
木
を
つ
く
り
た
い

言
葉
で
、
釘
と
ノ
コ
ギ
リ
を

飾
り
ボ
タ
ン
と
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
ボ
タ
ン
と

た
く
さ
ん
の
写
真
と
、
ス
プ
レ
ー
缶
と
、
花
と

こ
れ
ら
を
燃
や
す

火
を
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平
成
26
年
度
市
ス
ポ
ー
ツ
特
別
表
彰
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
体
育
協
会
表
彰
合
同
表
彰
式
を
開
催

山
口
保
育
園
増
改
築
・

　
　

  

や
ま
ぐ
ち
子
育
て
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
記
念
式
典
を
開
催

市
議
会
の
議
長
・
副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た

　

２
月
23
日
、
平
成
27
年
第
１
回
市
議
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
選
挙
の
結
果
、
議
長
に

原
真
也
議
員
（
県
央
創
造
維
新
会
）、
副
議

長
に
氏
永
東
光
議
員
（
県
央
創
造
維
新
会
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
委

員
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
議
会
運
営
委
員

会
の
名
簿
等
は
市
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

  

市
議
会
事
務
局

　

  
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
５
４

　

2
月
20
日
、
山
口
総
合
支
所
で
平
成
26
年

度
「
市
ス

ポ
ー
ツ
特
別

表
彰
」
お
よ

び
「
市
体
育

協
会
表
彰
」

の
合
同
表
彰

式
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

市
ス
ポ
ー

ツ
特
別
表
彰

は
、
各
競
技

の
国
際
大
会

で
3
位
以
内

に
入
賞
さ
れ

た
方
に
、
ま

た
市
体
育

協
会
表
彰
は
、
加
盟
団
体
の
役
員
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
や
、

各
種
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
方

に
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
今
年
度

は
市
ス
ポ
ー
ツ
特
別
表
彰
5
人
、
市
体
育
協

会
表
彰
31
人
と
6
団
体
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
日
頃
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
研
さ

ん
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
。
皆
さ
ん

の
活
躍
は
、
私
た
ち
市
民
に
大
き
な
感
動
と

勇
気
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
関
心
を
一
層
高
め
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
市
体
育
協
会
の
大
庭
達
敏
会
長

は
「
近
年
、
山
口
市
出
身
選
手
が
大
い
に
活

躍
し
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
サ
ポ
ー
ト
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
。“
す
る
・
み
る
・
さ

さ
え
る
”
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
、
一

緒
に
山
口
市
の
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
市
ス

ポ
ー
ツ
特
別
表
彰
を
受
賞
し
た
大
村
の
の

子
さ
ん
（
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
女
子

日
本
代
表
メ
ン

バ
ー
）
は
「
今

回
の
受
賞
を
励

み
に
、
結
果
に

満
足
す
る
こ
と

な
く
日
々
努
力

し
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
新
た
に
さ
れ
ま

し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
、
各
競
技
の
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
の
育
成
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
８
３

９
３
４

２
９
１
２

市長と受賞された皆さん

原議長

氏永副議長

新しくなった園舎

表彰を受ける大村のの子さん

秋
穂
小
学
校
新
校
舎
落
成
・
開
校
１
４
０
周
年
記
念
式
典
を
開
催

平
成
26
年
度
市
美
術
展
覧
会
を
開
催

大賞を受賞した作品「雨を降ら
す樹に抱かれる女。」と井岡さん

新しくなった校舎

　 　
近隣自治体と広報紙で情報を交換しています。

宇 部 市

となり
ま

ちぐるっと

再発見
！

防 府 市

山 口 市

市内の魅力を紹介します。
わがま

ち
もぐるっと

再発見
！

C57 形１号機

　

平
成
25
年
か
ら
、
待
機

児
童
解
消
と
保
育
施
設
の

耐
震
化
を
進
め
て
い
た
山

口
保
育
園
の
増
改
築
工
事

が
完
了
し
、
2
月
7
日
、

山
口
保
育
園
で
記
念
式
典

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
市
長
は
「
施
設

整
備
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
地
域
や
保
護
者

の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
新
し

い
施
設
と
と
も
に
、
子
育
て
環
境
の
さ
ら
な

る
充
実
に
努
め
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
園
児
や
卒
園
児
ら
が
歌
で
感
謝
の
気

持
ち
を
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
園
舎
は
、
定
員
を
こ
れ
ま
で
よ
り

30
人
増
加
し
て
１
５
０
人
と
し
、
全
て
の
園

児
に
安
心
・
安
全
な
保
育
が
で
き
る
よ
う
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
実
現
し
た
ほ
か
、
屋
上
に

は
省
エ
ネ
や
環
境
へ
の
対
応
と
し
て
太
陽
光

発
電
の
パ
ネ
ル
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
園
舎
2
階
に
設
置
し
た
「
や
ま
ぐ

ち
子
育
て
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
」
は
、
多
目

的
ル
ー
ム
や
相
談
室
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
保
育
園
の
待
機
児
童
解

消
を
は
じ
め
、
育
児
相
談
な
ど
の
子
育
て
支

援
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

 　

   

こ
ど
も
家
庭
課

  　

☎
０
８
３

９
３
４

２
７
９
８

　

２
月
15
日
、
老
朽
化
へ
の
対
応
と
耐
震

性
確
保
等
の
た
め
工
事
を
進
め
て
い
た
秋

穂
小
学
校
校
舎
の
完
成
と
、
開
校
１
４
０

周
年
を
記
念
し
、
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
市
長
は

「
今
後
も
新
し
い
秋

穂
小
学
校
が
、
未

来
を
切
り
拓
き
、
世

界
に
羽
ば
た
く
子
ど

も
た
ち
を
育
む
教
育

の
場
と
し
て
、
ま
た

地
域
の
皆
さ
ん
が
集

い
、
笑
顔
と
賑
わ
い

に
あ
ふ
れ
る
小
学
校

と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
す
る
」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
は
「
歴
史
と
伝
統
を
守
り
伝

え
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
学
校
に
し
て
い
き

ま
す
」
と
唱
和
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
校
舎
は
、
屋
上
に
太
陽
光
発
電

設
備
を
整
備
す
る
な
ど
、
災
害
時
の
避
難

施
設
と
し
て
の
機
能
も
有
し
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・

安
心
な
環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
の
教
育
施
設
を
積
極
的
に
整
備
し
、

快
適
な
教
育
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

教
育
施
設
管
理
課

☎
０
８
３

９
３
４

２
８
６
０

　

３
月
７
日
か
ら
15
日
の
間
、
市
民
会
館
で

平
成
26
年
度
市
美
術
展
覧
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
年
は
12
歳
か
ら
90
歳
ま
で
１
７
６
点
の

応
募
が
あ
り
、
う
ち
１
７
１
点
の
入
選
作
品

を
展
示
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
表
彰
式
で
は
、
入
賞
さ
れ
た
15
人

の
方
々
に
賞
状
や
副
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
主
催
者
を
代
表
し
て
市
長
は
「
大
胆
で

力
強
い
作
品
か
ら
繊
細
な
作
品
ま
で
、
培
わ

れ
た
技
法
を
駆
使
し
、
楽
し
み
な
が
ら
創
作

し
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
受
賞
を

契
機
に
、
技
術
力
や
表
現
力
に
磨
き
を
か
け

ら
れ
、
今
後
も
素
晴
ら
し
い
作
品
を
生
み
出

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

大
賞
を
受
賞
さ
れ

た
井
岡
義
朋
さ
ん

は
、
受
賞
作
へ
の
想

い
と
し
て
「
豪
雨
災

害
や
大
津
波
な
ど
、

時
に
自
然
は
絶
望
的

な
光
景
を
生
み
出
す

が
、
や
が
て
海
か
ら

森
や
谷
川
の
水
に
還
る
。
森
羅
万
象
へ
生
命

を
与
え
育
む
景
色
の
感
動
を
表
現
し
た
」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
幅
広
い
世
代
の
市
民
の

創
作
活
動
を
支
援
し
、
芸
術
文
化
の
振
興
と

市
民
文
化
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 

文
化
政
策
課

    

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
１
７

歴史ロマンを感じる
ＳＬ ｢やまぐち｣ 号の運行開始
ＪＲ山口線を走るＳＬ ｢や
まぐち｣ 号の今年の運行
が始まりました。

「貴婦人」の愛称で親しま
れるＣ５７形１号機が牽
引する５両編成の客車は、

「展望車風」「欧風」「昭和
風」「明治風」「大正風」
といったアレンジが施さ
れており、車両ごとにタイムスリップしたかのような感覚
を味わえます。
鉄道と言えば、幕末期に英国へ渡った“長州ファイブ”の
一人で、日本の鉄道発展に尽力し、「鉄道の父」とも呼ばれ
る井上勝公。彼のふるさと山口を縦断するＳＬ ｢やまぐち｣
号に揺られながら、ゆったりと歴史に思いをはせてみませ
んか？ 
■運行日程　
　11 月 1 日 ( 日 ) までの土・日・祝日、ゴールデンウィー

ク、夏休みを中心に 80 日間運転（※ 1 日 1 往復）
■運行区間　新山口駅－津和野駅（乗車券の他に指定席券

が必要です）
■予約　電話予約センター ☎ 0088-24-5489
■問い合わせ　観光課 ☎ 083-934-2810

ときわ公園 春のイベント
【さくらまつり】
約 3500 本のさくらが咲き誇るときわ公園で、ス
テージイベントや大抽選会、屋台村等を開催します。
■日時　4 月 5 日（日）10 時 ～ 16 時
■場所　ときわ遊園地カッタ君ステージ等

【フラワーフェスタ】
フラワーオークションやスタンプラリー、手作り体験コーナー等、
花を満喫できるイベントです。
■日時　4 月 26 日（日）10 時 ～ 15 時
■場所　ときわ遊園地芝生広場等
■問い合わせ　常盤公園管理課 ☎ 0836-54-0551

春の「幸せますフェスタ」
各地から参集した「おんなみこし」の練り歩
きは必見。
■日時　4 月 29 日（水・祝）10 時 ～ 16 時
■場所　アスピラート～防府天満宮
■内容　おんなみこし、防府市内小・中・高校生による「吹奏楽甲

子園」、パレード（警察音楽隊、コスプレ、よさこい等）
■問い合わせ　幸せますフェスタ実行委員会事務局（防府商工会

議所内 ☎ 0835-22-4352、おもてなし観光課 ☎ 0835-25-
4547）
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選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
８
３

９
３
４

２
８
７
７

　

施
設
・
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

る
際
の
多
床
室
に
お
け
る
居
住
費
の
負
担

限
度
額
が
、
４
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
１
日

３
２
０
円
か
ら
３
７
０
円
に
改
定
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給
者
や
市
町
村

民
税
非
課
税
世
帯
の
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

の
負
担
限
度
額
に
つ
い
て
は
０
円
の
ま
ま
据

え
置
き
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
多
床
室
以
外

の
個
室
に
つ
い
て
は
、
負
担
限
度
額
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ブ
サ
イ
ト
の
「
く
ら
し
の
情
報
」
の
「
税

金
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
）」
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

収
納
課

　

☎
０
８
３

９
３
４

２
９
１
７

　

た
め
池
等
農
業
施
設
の
管
理
上
の
不
備
等

が
原
因
の
損
害
を
補
償
す
る
保
険
が
あ
り
ま

す
の
で
関
係
者
の
方
は
内
容
を
ご
確
認
の
上
、

ご
検
討
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
各
総
合

支
所
お
よ
び
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
大
殿
・

白
石
・
湯
田
・
秋
穂
・
小
郡
・
阿
知
須
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）
に
置
い
て
い
ま
す
。

農
林
整
備
課

　

☎
０
８
３

９
３
４

２
８
９
５

　

山
口
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

　

☎
０
８
３

９
３
３

０
０
３
３

　

旧
宮
野
村
有
林
の
財
産
管
理
を
行
っ
て
い

る
宮
野
財
産
区
に
は
、
そ
の
管
理
・
運
営
に

関
す
る
議
決
機
関
と
し
て
宮
野
財
産
区
議
会

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。任
期
満
了
に
よ
り
、

宮
野
財
産
区
議
会
の
議
員
を
選
ぶ
選
挙
を
次

の
通
り
行
い
ま
す
。

■
投
票
日
時　

４
月
26
日（
日
）７
時
～
20
時

■
投
票
で
き
る
方　

平
成
７
年
４
月
27
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
１
月
20
日
以
前
か

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

安
心
快
適
住
ま
い
る
助
成
金

記号例　　場所　　申し込み　　問い合わせ

宮
野
財
産
区
議
会
議
員

一
般
選
挙

た
め
池
等
の
農
業
用
施
設

賠
償
責
任
保
険

山
口
大
学
公
開
講
座

「
知
っ
て
お
こ
う
相
続
法
」

介
護
保
険
施
設
等（
多
床
室
）

の
負
担
限
度
額
の
変
更

第 1 段階 第 2 段階 第 3 段階 基準
費用額

多床室 0 円 370 円 370 円 370 円

従来型
個　室

特別養護老
人ホーム等 320 円 420 円 820 円 1,150 円

老人保健・療
養型施設等 490 円 490 円 1,310 円 1,640 円

ユニット型準個室 490 円 490 円 1,310 円 1,640 円
ユニット型個室 820 円 820 円 1,310 円 1,970 円

第１段階…市町村民税非課税世帯の老齢福祉年金受給者、生活保護受給者
第２段階…市町村民税非課税世帯で課税年金収入額と合計所得金額の合計
　　　　　が 80 万円以下
第３段階…市町村民税非課税世帯で、第１、第２段階以外

■ 1 日当たりの負担限度額（４月 1 日から）

【PM2.5 とは？】
ＰＭ 2.5 は、直径が 2.5 μ m（1 μ m は 0.001mm）
以下の大気汚染物質のことで、非常に小さな粒子で
す。主に燃焼によるばいじんや自動車排ガスなどか
ら発生するとされており、微小な粒子のため、肺の
奥まで入りやすく、呼吸器系や循環器系への影響が
懸念されている物質です。

イトをご覧になるか、下記の QR コードを読み取っ
て空メールを送信してください。

※メール配信の登録・情報料は無料です
が、メール送受信に係る通信費用およ
びテレフォンサービスに係る通話料は
利用者の負担になります。

◆注意喚起が行われたときは
次の行動の目安を参考にしてください。

　① 屋外で長時間の激しい運動を控える。
　② 外出を出来るだけ減らす。
　③ 屋内換気や窓の開閉を最小限にするよ

うに心がける。

「微小粒子状物質（PM2.5）」飛散状況の確認方法
　　県環境保健センター ☎ 083-924-3670、県環境政策課 ☎ 083-933-3034、環境衛生課 ☎ 083-941-2176

講座名 開催日
誰が相続できるの？ 5/7（木）
相続されるものはどんなもの？ 5/14（木）
誰がどれだけもらえるの？ 5/21（木）
基本ルールを修正しよう！
～遺言と遺留分～ 5/28（木）

◆いずれも
■時間　　13 時 30 分～ 15 時 30 分
■場所　　山口大学吉田キャンパス
■講師　　小林友則氏（経済学部講師）
■定員　　先着 25 人程度
■受講料　4,600 円

　

リ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
住
宅
環

境
の
向
上
を
図
ら
れ
る
方
に
、

住
宅
改
修
資
金
を
助
成
し
ま
す
。

■
要
件　

山
口
市
内
に
あ
る
実
際
に
居
住
し

て
い
る
ま
た
は
工
事
終
了
後
に
転
入
、
転

居
し
よ
う
と
し
て
い
る
住
居
で
、
市
内
事

業
者
が
施
工
す
る
工
事
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
工
事
着
手
前
に
必
ず
助
成
申

請
を
行
い
、
交
付
決
定
後
に
工
事
に
着
手

し
て
く
だ
さ
い
。

※
助
成
申
請
前
に
工
事
に
着
手
さ
れ
た
場
合

は
、
助
成
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
助
成
内
容　

10
万
円
以
上
の
住
宅
リ

　

フ
ォ
ー
ム
工
事
全
般
（
一
部
外
構
工
事
も

含
む
）
を
対
象
と
し
、
対
象
工
事
金
額
の

10
％
（
上
限
20
万
円
）
を
市
内
の
登
録
店

舗
で
使
え
る
商
品
券
で
助
成
し
ま
す
。

※
18
歳
以
下
の
子
（
平
成
９
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
子
）
を
養
育
す
る
子
育
て

世
帯
に
つ
い
て
は
、
助
成
率
20
％
（
上
限

40
万
円
）
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
期
間　

４
月
１
日（
水
）～
９
月
30
日

（
水
）

※
予
算
が
無
く
な
り
次
第
受
付
終
了
と
な
り

ま
す
。
先
着
順
。

　
山
口
商
工
会
議
所
、
山
口
県
央
商
工

会
、
徳
地
商
工
会

商
工
振
興
課　

　

☎
０
８
３

９
３
４

２
７
１
９

※
詳
細
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
可

　

市
税
等
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
財

産
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
売
却

し
ま
す
。
参
加
に
は
、
事
前
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
な
お
、
滞
納
市
税
等
完
納
な
ど

に
よ
り
、
公
売
が
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
公
売
物
件　

自
動
車
・
化
粧
品
等

■
参
加
申
込
期
間　

４
月
10
日（
金
）13
時
～

27
日（
月
）23
時

■
下
見
会　

４
月
16
日
（
木
）
14
時
～
16
時

（
山
口
総
合
支
所
２
階
第
３
会
議
室
）
保

管
場
所
に
案
内
す
る
た
め
、
自
動
車
の
み

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

■
入
札
期
間　

５
月
８
日（
金
）13
時
～
10
日

（
日
）23
時　

※
公
売
物
件
や
参
加
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細

は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」で
、

４
月
10
日（
金
）
以
降
に
確
認
で
き
ま
す
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
情
報
」
は
、ウ
ェ

重源の郷 桜日和　　　■期間　4 月 12 日（日）まで　　■内容　お餅を先着 50 名様にプレゼント。ちょうげん汁・
綿菓子は 100 円（無くなり次第終了）　　■問い合わせ　重源の郷（徳地深谷 1137） ☎ 0835-52-1250

ら
引
き
続
き
本
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
お
り
、
宮

野
地
域
に
住
所
を
有
す
る
方

■
投
票
所
入
場
券　

封
書
で
世
帯
ご
と
に
郵

送
し
ま
す
。
入
場
券
は
一
人
１
枚
で
す
の

で
、各
自
投
票
所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
入
場
券
を
忘
れ
た
場
合
や
、
紛
失

さ
れ
た
場
合
、
ま
た
は
、
何
ら
か
の
事
情

で
届
か
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
投
票
で
き

る
方
で
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投

票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
投
票
所　

投
票
所
は
、
お
届
け
す
る
入
場

券
で
よ
く
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

■
代
理
投
票　

体
が
不
自
由
で
字
が
書
け
な

い
方
は
、
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

代
理
投
票
と
は
、
投
票
す
る
人
に
代
わ
っ

て
、
補
助
者
（
投
票
所
係
員
）
が
投
票
用

紙
に
記
入
す
る
も
の
で
す
。必
要
な
方
は
、

投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
投
票
の

秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
期
日
前
投
票　

投
票
日
に
何
ら
か
の
用

務
、
病
気
、
お
産
等
の
た
め
、
投
票
所
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
（
入
場
券
が
届
い
た
方
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
期
間　

４
月
22
日（
水
）～
25
日（
土
）

・
時
間　

８
時
30
分
～
20
時

・
場
所　

宮
野
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

※
こ
の
ほ
か
、
病
気
で
入
院
中
の
方
、
老
人

ホ
ー
ム
等
に
入
所
中
の
方
は
、
不
在
者
投

票
が
で
き
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
開
票　

４
月
26
日（
日
）
21
時
か
ら
宮
野

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。            

 

な
お
、
平
成
27
年
３
月
末
ま
で
に
発
行
し

た
負
担
限
度
額
認
定
証
に
つ
い
て
は
、
４
月

以
降
の
再
発
行
を
行
い
ま
せ
ん
が
、
変
更
後

の
負
担
額
で
引
き
続
き
有
効
と
な
り
ま
す
。

 

介
護
保
険
課

　

☎
０
８
３

９
３
４

２
７
９
５

　　

山
口
大
学
と
連
携
し
た
生
涯
学
習
事
業
。

民
法
が
定
め
て
い
る
相
続
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
を
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
な
お
、
相
続

税
は
扱
い
ま
せ
ん
。

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
、
山
口

大
学
公
開
講
座
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

い
ず
れ
か
で
、
地
域
未
来
創
生
セ
ン

タ
ー
（
〒
７
５
３

８
５
１
１
吉
田

１
６
７
７

１
）　

　

☎
０
８
３

９
３
３

５
０
５
９

　
　

０
８
３

９
３
３

５
０
２
９

◆大気汚染状況の確認方法
大気汚染状況の把握と公表は、県が行います。県は、
大気汚染状況を把握するため、県内各地の測定局で
大気汚染物質を常時監視しており、その結果を県
ウェブサイトに公表しています。
市内の状況は、県ウェブサイトの結果一覧表の中段

「環境保健センター」（朝田）の測定値をご確認くだ
さい。また、こちらでは、PM2.5 以外にも光化学
オキシダント等の測定結果も閲覧できます。

（　 「山口県 PM2.5」で検索）

◆数値が高いときは注意喚起を実施します
県では、毎日、中部区域（山口市、防府市、下松市、
周南市）内の午前 6 時の 1 時間値の測定データが
2 測定局以上で 85 μ g/㎥を超えた場合は、注意
喚起を実施します。
また、日中に濃度が上昇し、1 時間値が同時に 2 測
定局以上で 85 μ g/㎥を超えた時点で注意喚起を
実施します。
県では、注意喚起情報のメール配信サービスおよび
テレフォンサービス（☎ 083-922-1822）を行ってい
ます。メールの配信を希望される方は、県ウェブサ



13 市報やまぐち　2015 年（平成 27 年）４月 1 日号

ピーマン・・・・・・・・・・・60g
玉ねぎ・・・・・・・・・・・100g
にんじん・・・・・・・・・・・40g
ウインナー・・・・・・・・・・6 本
卵・・・・・・・・・・・・・・・４個
牛乳・・・・・・・・・・・280ml
コンソメ（顆粒）・・・・・小さじ２
ピザ用チーズ・・・・・・・・80g

材料（４人分）

作り方

簡単色彩りキッシュ
■問い合わせ　健康増進課 ☎ 083-921-2666

　忙しい朝でも簡単！

ごはん・パンに
合うおかず

昨年度、「第８回ぼく・わたしのお料理コンクール」で、小・中学生
が考えた、ごはん・パンに合うおかずのうち、入賞作品を紹介します。

審査員

刈
か り や

屋 翔
しょう

 さん（湯田中１年）の作品（受賞時の学年）

工夫したところ

朝の忙しい時間でも焼いたり炒めたりしなくて

いいように電子レンジを使ったところ。また、

彩りを良くし、食欲をそそるようにしたところ。

受賞のポイント

　ピーマン、玉ねぎ、に
んじんをせん切りにする。
ウインナーを小口切りに
する。

　ボウルに卵を溶き、牛
乳とコンソメを加え、卵
液を作る。

2 　②のボウルに①とチー
ズを加えよく混ぜる。
3 　耐熱性の器に入れ、電

子レンジ（600 Ｗ）で 4
分加熱する。

4１

普段家にあるような材

料を使い、電子レンジ

で簡単に調理できると

ころがよい。

表
紙
写
真
か
ら

 

山
口
の
歩
き
方
を
ご
案
内

　
「
狐
の
足
あ
と
」
が
オ
ー
プ
ン

　

表
紙
の
写
真
は
、
３
月
22
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
湯
田
温
泉
観
光
回
遊
拠
点
施

設
「
狐
の
足
あ
と
」
で
市
内
の
大
学
生

が
足
湯
に
つ
か
っ
て
い
る
写
真
で
す
。

　
「
狐
の
足
あ
と
」
で
は
、
ま
ち
歩
き
や

食
べ
歩
き
な
ど
の
お
役
立
ち
情
報
や
湯

田
温
泉
の
魅
力
を
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
カ

フ
ェ
、
趣
の
異
な
る
３
つ
の
足
湯
で
、
実

際
に
体
感
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
ご
紹

介
し
て
い
ま
す
。
足
湯
に
つ
か
り
な
が

ら
地
酒
を
試
飲
し
た
後
は
、
本
格
的
に

居
酒
屋
へ
、
な
ん
て
楽
し
み
方
も
提
案

し
ま
す
。

　

取
材
中
、
カ

フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー

を
見
た
大
学
生

の
一
人
は
「
外

郎
ア
イ
ス
が
あ

る
！
お
土
産
に

近
く
の
お
店
で

外
郎
を
買
っ
て

帰
ろ
う
か
な
」

と
、
早
く
も
施
設

の
効
果
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
館
内
で
は
大
河
ド
ラ
マ
「
花

燃
ゆ
」
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
や
ド
ラ
マ

衣
装
を
展
示
す
る
企
画
展
、
中
原
中
也

を
紹
介
す
る
展
示
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

山
口
の
新
し
い
発
見
を
探
し
に
「
狐

の
足
あ
と
」
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
問
い
合
わ
せ　

狐
の
足
あ
と

　

☎
０
８
３
‐
９
２
１
‐
８
８
１
８

■
問
い
合
わ
せ　

広
報
広
聴
課 

☎
０
８
３‐９
３
４‐２
７
５
３

第７回

松
前
了
嗣

松前 了嗣（まつまえ りょうじ）
昭和４２年生まれ。錦町（現・
岩国市）出身。現在、本業の
傍ら「NPO 法人防長史楽会」・

「やまぐち萩往還語り部の会」・
「山口市文化財保護指導員」
などの活動に携わる他、講演
や執筆活動にも積極的に取り
組んでいる。

歴
史
発
見
！ 

こ
ね
ぇ
な
話
、
知
っ
ち
ょ
る
？

山 口

萩は

ぎ

お

う

か

ん

往
還
を
歩
く　
～
往お
う
じ時
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
～
①

在りし日の道松（宮島町）

萩往還　一の坂（天花）

山口地酒利酒セット

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
松
前
了
嗣
で

ご
ざ
い
ま
す
。
待
望
の
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃

ゆ
」
が
始
ま
っ
て
３
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
ね
。

さ
あ
、
こ
の
後
ど
ね
ぇ
な
展
開
に
な
る
ん
で

し
ょ
う
か
。
楽
し
み
で
す
ね
。

　

さ
て
、
そ
れ
で
こ
の
物
語
の
主
人
公
・

文ふ
み

。
そ
の
兄
・
吉
田
松
陰
。
そ
し
て
小お
だ
む
ら

田
村

伊い
の
す
け

之
助
（
楫か
と
り取
素も
と
ひ
こ彦
）、
久く
さ
か坂
玄げ
ん
ず
い瑞
…
。
多

く
の
先
人
た
ち
も
こ
こ
山
口
を
訪
れ
ま
し

た
。
萩
か
ら
街
道
を
歩
い
て
…
。

　

そ
こ
で
今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、
彼
ら
が

駆
け
抜
け
た
道
「
萩
往
還
」
に
つ
い
て
お
話

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

毛
利
の
お
殿
様
も
通
っ
た
「
お
成
り
道
」

　

萩
往
還
は
、
庶
民
の
生
活
道
路
と
し
て
古

く
か
ら
利
用
さ
れ
、慶
長
９
年
（
１
６
０
４
）、

毛
利
氏
が
萩
に
入
城
し
て
か
ら
は
、
城
下
町

萩（
萩
市
）と
瀬
戸
内
の
港
三
田
尻（
防
府
市
）

を
結
ぶ
藩
主
の
「
お
成
り
道
」、
い
わ
ゆ
る

参
勤
交
代
路
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
全

長
53
㎞
の
内
、
市
内
を
走
る
の
は
、「
防
長

国
境
の
碑
」
か
ら
「
鯖
山
峠
郡
境
の
碑
」
ま

で
の
約
22
㎞
で
あ
り
ま
す
。

御
茶
屋
と
茶
屋
（
茶
店
）

　

こ
う
し
て
整
備
さ
れ
た
こ
の
街
道
に
は
、

多
く
の
公
的
施
設
が
置
か
れ
ま
し
た
。
そ
の

代
表
的
な
も
の
が
、「
御
茶
屋
」
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
藩
主
の
休
泊
施
設
で
、
山
口
に
は

街
道
か
ら
少
し
は
ず
れ
た
中
河
原
町
（
現
・

Ｃ
・
Ｓ
赤
れ
ん
が
周
辺
）
に
置
か
れ
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
４
月
16

日
か
ら
藩
主
・
毛
利
敬た
か
ち
か親
が
滞
在
し
、
後
に

そ
の
建
物
の
２
階
に
は
「
政
事
堂
」
が
設
置

さ
れ
、現
在
の
県
庁
の
地
に
山
口
御
屋
形（
山

口
城
）
が
完
成
す
る
ま
で
は
、
防
長
二
州
の

政
治
の
中
心
地
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

御
茶
屋
は
こ
の
他
に
も
、佐
々
並
（
萩
市
）

や
三
田
尻
（
防
府
市
）
に
も
置
か
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
混
同
し
ち
ゃ
あ
い
け
ん
の
が
、
一
の

坂
に
あ
り
ま
し
た
「
六ろ
っ
け
ん軒
茶ぢ
ゃ
や屋
」
で
す
。

　

こ
こ
は
藩
主
一
行
の
休
憩
場
所
と
し
て
も

利
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
農
家
の
軒
先
を
利
用

し
た
、
庶
民
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
休
憩
所

で
あ
り
ま
し
た
。

道み
ち
ま
つ松
（
往
還
松
・
街
道
松
）

　

街
道
沿
い
に
は
１
間
（
こ
こ
で
は
約
１
・

９
７
ｍ
）
ご
と
に
「
道
松
」
が
植
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
市
内
で
は
、
防
長
国
境
の
板い
た
ど
う堂

峠
か
ら
長
野
村
（
現
・
大
内
長
野
）
ま
で

４
７
１
８
本
も
植
え
ら
れ
ち
ょ
っ
た
そ
う
で

す
。

　

こ
れ
は
夏
に
は
日
除
け
、
冬
に
は
雪
や
風

除
け
な
ど
の
目
的
と
、
万
一
、
敵
が
攻
め
て

来
た
場
合
は
切
り
倒
し
て
そ
の
通
行
を
妨
げ

る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
想
定
し
て
植
え
ら

れ
た
よ
う
で
す
。

　

管
理
に
つ
い
て
は
地
元
の
農
民
が
担
当
。

藩
法
で
あ
り
ま
す「
万ば

ん
じ治
制せ
い
ほ
う法
」（
万
治
３
年
・

１
６
６
０
頃
）
に
は
、「
枯
れ
た
場
合
は
植

え
継
ぐ
こ
と
」。「
切
り
折
り
伐
採
し
た
場
合

は
死
刑
、
あ
る
い
は
過
料
を
課
す
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
田
ん
ぼ
が
あ
る

場
所
に
つ
い
て
は
日
影
に
な
る
た
め
、
間
隔

を
あ
け
て
植
え
て
も
え
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
で
こ
の
道
松
で
す
が
「
わ
し
が
子
ど

も
の
頃
に
ゃ
あ
、
ま
だ
あ
っ
た
が
の
う
…
」

今
で
も
そ
う
い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
松
は
、
時
代
の
流
れ
と
と
も

に
消
え
失
せ
、
現
在
で
は
そ
の
姿
を
見
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

あ
あ
、「
道
松
」。
見
た
か
っ
た
で
す
ね
え
…
。
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イベント
カレンダー

※開催場所・時間など、詳細はお問い合わせください。

月

4
5

山
口
市
長

イベント名（開催地域）
問い合わせ先（電話番号）

開催日
（曜日）

4
（土）

5
（日）

オゴオリザクラまつり
（小郡）

実行委員会 （☎ 083-976-8588）

湯田温泉スリッパ卓球大会
（湯田）

実行委員会 （☎ 083-925-6843） 10
（金）

山口お宝展（～ 5 日）             
（大殿、白石、湯田）

実行委員会（☎ 083-925-2300）

維新の郷・湯田温泉白
びゃっこ

狐まつ
り（～ 5 日）　

　　（湯田）
湯田温泉白狐まつり事務局

（☎ 083-941-5379）

桜まつり                  （阿東）
NPO あとう

   （☎ 083-956-2526）

春の久留米市田主丸植木まつ
り＆ＪＡ全農やまぐち旬感
フェスタ（～５月 7 日）       

（佐山）
全農山口県本部

（☎ 083-988-0620）

「山口っ子の絵と工作・えのぐ
る作品展」（～ 12 日）   （大殿）
山口市菜香亭

 （☎ 083-934-3312）

山口市長杯争奪高等学校野球
大会                       （宮野）              
生涯学習・スポーツ振興課 

       （☎ 083-934-2874）

山口 100 萩往還マラニック
大会（～ 4 日）        （市内各所）
実行委員会   （☎0835-24-5444）

青空天国いこいの広場  （吉敷）
山口青年会議所 

（☎083-922-7646）（火・祝）
／55

　

春
の
や
わ
ら
か
な
日
差
し
が
ま
ち
全
体
を
つ

つ
み
こ
む
、清
々
し
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

４
月
は
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
の
季
節
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
気
持
ち
も
新
た
に
仕
事
や
勉
学
な

ど
に
励
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
度
は
、
新
市
が
誕
生
し
て
１０

年
の
節
目
の
年
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
１０
年
の
次

な
る
挑
戦
へ
の
始
ま
り
の
年
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、
そ
の
弾
み
と
な
る

２
つ
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

７
月
に
は
、
世
界
１
６
２
の
国
と
地
域
か
ら

約
３
万
人
の
ス
カ
ウ
ト
が
集
う
「
世
界
ス
カ
ウ

ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」
が
、
そ
し
て
１０
月
に
は
「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口
２
０
１
５
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
国
内
外
か
ら
お
越
し
に
な

る
多
く
の
皆
様
に
、
本
市
の
魅
力
を
感
じ
、
知
っ

て
い
た
だ
く
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

こ
う
し
た
チ
ャ
ン
ス
を
し
っ
か
り
と
生
か
し
、

本
市
の
豊
か
な
自
然
、
文
化
、
歴
史
、
食
な
ど

の
「
魅
力
」
を
し
っ
か
り
と
情
報
発
信
し
、
市

を
あ
げ
て
の
心
の
こ
も
っ
た
「
お
も
て
な
し
」
に

よ
っ
て
、全
世
界
に
多
く
の
「
山
口
大
好
き
人
間
」

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

19
（日）

大原湖さくらロードレース大会
（徳地）

徳地地域交流センター
 （☎ 0835-52-0217）

29
（水・祝）

（土）
／52

きらら浜自然観察公園春まつり 
　  　　　     　   （阿知須）

きらら浜自然観察公園
（☎ 0836-66-2030）

森カフェ        　　　　（徳地）
森の案内人の会事務局

（☎0835-52-1122）

景観写真コンテストから「後河原の桜」

月

レノファ山口 FC
県内の試合日程
　 4 月 5 日（日）13時から維新公園
　 VS　藤枝 MYFC（静岡県）
　 4 月 19 日（日）13時から維新公園
　 VS　カターレ富山（富山県）
　 4 月 29 日（水・祝）13時から維新公園
　 VS　FC 琉球（沖縄県）
　 5 月 6 日（水・祝）13時から維新公園
　 VS　SC 相模原（神奈川県）
※試合観戦には入場料が必要です。

　 レノファ山口FC ☎ 083-941-6792

（日）
／510

あしたへ

トライ
山口の魅力発信


